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　この特集は、2021年6月5日にオンラインで開
催された、現代倫理学研究会（現倫研）6月例会で
の、中野敏男著『ヴェーバー入門―理解社会学
の射程』（ちくま新書、2020年）の書評会を記録
するものです。研究会の世話人をつとめるわたく
し大川は、同書刊行直後、書評会をおこなうことを
元世話人の川本隆史氏に提案し、相談のうえ、三
名のコメンテータを立てることにしました。川本氏、
重田園江氏、市野川容孝氏です。そして、重田氏、
市野川氏の了承を得、当日の書評会には、著者ご
本人にも参加していただきました。書評会では、
コメンテータの報告ののち、中野氏からのリプライ
がおこなわれ、その後、書評会の参加者もふくめ
た討論が深められてゆきました。
　6月例会に先立ち、この現倫研には異例な措置
として、メーリングリスト（ML）を開設し、書評会に
備えました。あらかじめコメント・レジュメを共有
しておくことによって、本番の討議のいっそうの深
化・発展をはかろうと企図してのことでした。じっ
さい、書評会が終わったのちも、当日の時間不足
や説明不足を補うかたちでの議論の応酬がML
上で始まりました。そして、それが予期せぬ複数

の方向へと分岐して、もともとのML開設の趣旨を
超えてゆくことにもなりました。そのため、このML
は閉鎖することにしました。
　このような経緯がある書評会を踏まえたうえで、
わたくしは、この特集を組むにあたって以下の方
針を、中野氏に提案し、合意を得ました。コメン
テータと著者とのやりとりを基軸にしつつ、ML上
でのやりとりも含めるが、一部のやりとりは含めな
いこと。記録として残すべき学問的な議論の判断
については、本特集の企画立案者である大川の責
任にあること。ML上でのやりとりのなかで重要な
問題提起と議論をおこなっていると判断した加藤
秀一氏には、MLでの投稿の文章を掲載させてい
ただくこと。
　したがって、本特集は書評会を記録するもので
あると書きましたが、これは書評会そのものの再
現でも、その後のMLでのやりとりいっさいの記録
でもありません。書評会とその後のなかで、わた
したちが学問的な基準にそって記録として残すべ
きと判断したものをまとめたものです。そして、中
野氏には、この書評会とその後を振り返る、総括的
な文章を寄せていただきました。
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